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関西支部の 2011年度第 1回支部講演会は，4月
16日（土）の午後，「ICTによる地域振興は可能か」
をテーマに，神戸市中央区の淡水サロンで 19名が
参加して行われた．最初に，講演会の直前の支部総
会において支部長就任が承認されたばかりの兵庫県
立大学応用情報科学研究科教授有馬昌宏氏より，講
演会のテーマに関連しての問題提起がなされ，続い
て，地域 ICT推進協議会事務局長でアイクラフト
株式会社代表取締役山本裕計氏より，「地域に根ざ
した IT企業の課題と可能性」と題する講演が行わ
れ，質疑応答がなされた．以下では，その問題提起
と講演の内容を要約して紹介する．

問題提起：「ICTで地域振興は可能か？」

日本は人口減少・高齢化社会に突入し，その現象
は人口規模が 10万人未満の地方の小規模な自治体
でより顕著となっている．このような中，ICTあ
るいは ITによる地域振興や地域活性化に期待が高
まっているが，実際に ICTは地方の経済振興や活
性化に貢献できるのかを考えたい．ICTの特徴は，
デジタル化可能な資源を空間的に離れた場所や異な
る時間での利用・消費を可能にすることにある．す
なわち，ICTは，空間・場所を選ばないという特性
を持つ．この特性は，地方にオフィスを移転し，地
方の雇用促進や活性化につなげることができるもの
である．しかし，場所を選ばないということは，国
内にとどまる必要はないため，企業の地方外への，
さらには国外への移転の可能性も大きいと考えなけ
ればならない．なお，電波産業年鑑 2010によれば，
2009年度の日本の電子通信産業全体の市場規模（見
込み）は 39兆 5,829億円であり，コンピュータソ
フト制作業（「特定サービス産業実態調査」（経済産
業省）の「ソフトウェア業」から引用）の市場規模

は 13兆 4,097億円である．IDCジャパンの調査に
よれば，日本の IT市場は低成長が続き，2010年の
IT市場規模は前年比 0.5％増の 12兆 3,530億円で，
2011年には中国の IT市場規模に追い抜かれること
がほぼ確実な状況であると予想されている．
以上のような状況の中，現在のところ，ICTを
用いた地域振興・活性化にかかる施策で有効なもの
はほとんど出ていない．その上，国勢調査のデータ
に基づいて IT技術者の増減を見ても，地域での特
徴は見られない．このことは，ICTによる地域振
興・地域活性化が厳しいことを示していると言え
る．Resource-based Viewの経営戦略論が主張する
ように，単に ICTに関連するインフラを整備する
だけでなく，価値があり，希少で，最も模倣不可能
な資源である有能なヒトに注目し，ICTに関連す
る技術者や開発者の育成に加え，ICT分野の有能
な人材の吸引と地域への定住に貢献する，他地域と
は差別化された居住しやすい魅力ある地域づくりが
重要になると考える．

講演：「地域に根ざした IT企業の課題と可能性」

「IT企業」と総称される ICT関連企業であるが，
全てがシステムの開発・保守・運用を行うシステム
会社でなく，例えば「IT企業」として有名な「楽天」，
「ライブドア」，「サイバーエージェント」等の企業
は，「楽天」はオンライン・ショッピング・モール，
「サイバーエージェント」はネット広告というよう
に，それぞれがシステム会社とは異なる別のビジネ
スを展開していることにも留意しておかなければな
らない．
今日の講演ではシステム会社に限定して話を進め
るが，IT産業で取り扱うソフトウェアは海外の製
品・サービスであっても輸入が非常に容易に行え
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る．本来は輸出も容易に行えるはずだが，現在のと
ころ，日本ではMicrosoftや SAPなどの海外ソフト
ウェア製品を輸入してばかりで，輸出は皆無と言え
る状況である．問題提起にもあったように，現在，
日本は人口減少社会に突入している．その結果，国
内需要は低下しており，これから先は IT産業でも
海外市場を考慮しなければならなくなっている．そ
のためにも，国産のソフトウェア・サービスの輸出
は必要と言える．しかし，それにはいくつかの問題
がある．
ソフトウェア開発は，「人月」という言葉に象徴

されるように，総じて労働集約的な業界であり，日
本国内では高水準の賃金を支払わなければならない
ため，国際競争上，価格競争力という点で大きなハ
ンデを背負っている．また，商品であるソフトウェ
アやシステムは，国境を越えるのに際して製造業の
ような輸送コストを必要としないため，価格と品質
で真っ向から海外の企業と競争をしなければならな
い．特に，近年では，インドや中国，さらにはベト
ナム等でのオフショア開発の流れが進んでおり，そ
れらの国々の安価な労働力に支えられた企業と対抗
せざるをえない国内の企業は，苦戦を強いられてい
る．日本語という大きな参入障壁はあるものの，そ
れは逆に日本向けに作られた製品を海外に輸出する
ことが難しいということでもあり，大幅な貿易赤字
を生み出している業界でもある．

ICTを利用する場合，空間と時間の制約がなく
なるため，生産地が国内にとどまる必要がなくなっ
てしまう．さらに場所を選ばないならば，より利便
性の高い場所を選ぶということになり，国内であっ
ても交通の便が良く多数の企業が集まる東京に集中
してしまう．その結果，ICTサービスの需要も東
京に集中してしまい，東京でなければ大阪や福岡と
いった地方の中核都市に企業は集中して，地方で
IT企業が活躍するということは決して容易なこと
ではなくなっている．労働集約的で大がかりな設備
を必要としないというのは，一見メリットのように
思われるが、逆に言えば大都市であってもオフィス
を借りるだけでよいということでもあるため，IT
企業は都心や中核都市の一等地といった利便性の良
い地域にオフィスを構えるということになりがちで
ある．
しかし，対面で行う顧客サービスは，生産と消費

が時間と空間を共有しなければ成立しないため，顧
客サービスの提供企業は現地に立地しなければなら
ないという制約が生じる．地域振興のためには，こ
のような顧客サービスが重要になると言える．ま
た，そのようなサービスを行うのであれば，ある程
度の交通の利便性と適度な刺激などがある神戸のよ
うな都市などに企業が集積する可能性は存在する．
さらに，IT企業が地方で事業を展開することで，
微弱ながら雇用を生み出すこともできる．IT企業
が地方で事業展開するメリットとしては，地域に根
ざした事業を通じた人脈・人材の確保がある．
こういった IT企業と地方が連携して，人材の育
成・確保，新たな事業・サービスの提供が可能とな
れば，地域振興は可能であると考えている．
また，クラウドの時代になって考えなければなら
ないのは，今までは依頼のあったシステムを 3ヶ月
で納めたとしたら，その約 1ヶ月後か遅くても 2ヶ
月後には代金が手に入ったので，5ヶ月分くらいの
運転資金があればやっていくことができたが，クラ
ウド時代になれば，開発したサービスが受け入れら
れなければすべての投資が無駄になってしまうと
いうリスクがあり，資金力のない小さな IT企業に
とっては厳しい時代となることである．
以上を踏まえると，IT企業が地域経済のために
貢献可能なこととしては，
① 東京ならびに中核都市に集中している需要を取
り込み，その結果を地方に還元する．
② システムの運用や保守といった地域に密着した
サービスを展開する．

の 2点が考えられる．具体例としては，アイクラフ
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ト株式会社では、「iFACTORY」という東京など大
都市の企業のプログラミングなどの後半の工程を神
戸の会社でやるというサービス，ならびにトラブ
ルが起きてもエンジニアが 30分以内に駆けつける
「iSTAFF」という地域に密着したサービスを行って
おり，地域企業の IT活用の支援を行っている．ク
ラウド時代を見越した取り組みとしては，クラウド
型マンション管理会計ソフトの開発など他業種との

共同事業も行っている．
国内においては，地方ならではのサービスの提供
や他業種との共同でのシステム開発，そして海外で
もシェアをとることができるような日本オリジナル
の製品・サービスの開発が求められており，海外と
日本をつなぐブリッジ SEの育成などを含めて，こ
れらが地方で可能になれば，ICTによる地域振興
につながるのではないかと考えている．
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